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本資料では、「未変換リストに表示されているデータ」と弥生会計から「弥生インポート形

式」でエクスポートされた仕訳ファイルの２つから変換設定を生成する方法について説明

致します。 

 

前提条件： 

自動生成するためには、以下の前提条件が必須となります。 

 

条件１：未変換リスト（銀行）もしくは、未変換リスト（Excel）にデータが存在（表

示）されていること。 

 

条件２：弥生会計から出力される形式は、「弥生インポート形式」とする 

 

条件３：両社のデータには、「日付」が同一期間のものとする。 

 

条件４：弥生会計の仕訳は、単仕訳のみが対象となっております。 

※振替伝票は現時点の仕様では対象外です。 

 

上記の前提条件のもと操作方法について、以下にご説明致します。 

 

対象の事業所を作成しパターンを登録してコンバートを行います。コンバート後未変換リ

ストにデータが表示されます。 

 



 

 

 

この未変換リストのデータがある状態で「変換設定」タブを選択して以下の画面を表示し

ます。 

 

 

「変換設定」タブが選択された状態で弥生インポート形式の仕訳ファイルを画面にドロッ

プします。ドロップすると以下の画面が表示されます。 



 

 

未変換リストにある仕訳に対しての変換設定を作成する場合は、タブを「未変換リスト」に

合わせ、「未変換リスト用の変換設定を自動生成する」にチェックを入れます。 

 

チェックを入れると、比較条件のエリアが入力できるようになります。 

下記の画面では、仕訳の片側の比較条件を設定します。 

比較の必須項目は、以下の項目が一致しないと変換設定の自動生成はされません。 

 

・日付 

・金額 

・勘定科目（片側の勘定科目） 

 

以下の項目は、任意となります。 

（チェックボックスを外すと、比較条件から外れます） 

・補助科目（片側の補助科目） 

・部門（片側の部門） 



上記の比較条件の項目を選択したら「生成する」ボタンを選択します。選択すると生成処

理が開始されます。生成が終了後、以下の画面が表示されます。 

 

 

上記の画面で「OK」を選択すると、変換設定の画面に生成された変換設定が表示されま

す。（優先順位が青くなります） 

 

 

登録した変換設定が自動で反映され、仕訳エディタにコンバートされます。 

 

以上 


